
平成３０年度 第４回

青梅市教育委員会定例会会議録

日 時  平成３０年７月６日（金）午後１時３０分

場 所  青梅市役所３階教育委員会会議室
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第４回青梅市教育委員会（定例会）議事日程 

会  期 平成３０年７月６日（金） １日間

場  所 青梅市役所３階教育委員会会議室

１ 教育長開会および開議宣言 

２ 会議録署名委員の指名 

３ 教育長報告事項 

４ 協議事項 

５ 議案審議 

議案第５号 青梅市図書館運営協議会委員の委嘱について 

議案第６号 青梅市美術館運営委員会委員の委嘱について 

議案第７号 青梅市立学校給食センター運営審議会委員の委嘱について 

議案第８号 青梅市芸術文化奨励賞交付規則の一部を改正する規則について【追加議案】 

６ 教育長閉議および閉会宣言

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

教育長報告（再掲） 

１ 青梅市公共施設等総合管理計画における推進工程（ロードマップ）の見直しについて（教育

部）

２ 平成２９年度就学相談実施結果について（学務課）

３ 青梅市まるごとアート支援事業補助金交付選定結果について（文化課）

４ 特別展「ダンボールアート遊園地 集まれ子どもたち！！」における小・中学生の観覧料免

除について（文化課）

５ 諸報告

 (１) 委員会等会議録

   ア 青梅市社会教育委員会議会議録（社会教育課）

 (２) 事業等の実施予定について

ア 生涯学習事業実施予定について（社会教育課・文化課）

(３) 事業等の実施結果について

ア 平成３０年度学校基本調査結果について（教育総務課）

イ 生涯学習事業実施結果について（社会教育課・文化課）

６ 青梅市学校給食会役員の改選について（学校給食センター）

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

協議事項 

１ 青梅市教育委員会事務点検評価有識者の委嘱について（教育総務課） 

２ 青梅市立学校における就学指定校の変更に関する取扱要綱の一部改正について（学務課） 

３ 青梅市教育委員会運動部活動の在り方に関する方針の策定について（指導室） 
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４ 中学校部活動実施要綱の一部改正について（指導室） 

５ 青梅市教育委員会いじめ問題対策委員会調査部会からの提言にもとづく取組について（教育

指導担当） 

６ 青梅市生涯学習センター条例（案）等について（社会教育課） 

７ 青梅市芸術文化奨励賞交付規則の一部改正について（社会教育課） 

８ 青梅市放課後子ども教室推進事業運営委員会委員の委嘱について（社会教育課） 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

出 席 者   教 育 長   岡 田 芳 典

教育委員会委員   手 塚 幸 子

教育委員会委員   大 野 容 義

教育委員会委員   稲 葉 恭 子

教育委員会委員   榎 本 淳一郎

出席説明員   教 育 長 (再 掲 ) 岡 田 芳 典

教 育 部 長   渡 辺 慶一郎

教 育 総 務 課 長   浜 中  茂    

学 務 課 長   石 川 裕 之

指 導 室 長   中 嶋 建一郎

教育指導担当主幹 拝 原 茂 行

学校給食センター所長 渡 部 亀四郎

社 会 教 育 課 長   塚 本 智 信

文 化 課 長   北 村 和 寛

書 記   教育総務課庶務係長   須 崎  満    

教育総務課庶務係 加 納 康 紀
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午後１時４３分開会

日程第１ 教育長開会および開議宣言 

【教育長（岡田）】 大野委員が大学の授業等で若干遅れているようですけど、間もなくいらっし

ゃると思います。

本日の定例会には、教育長および委員３名が出席しておりますので、本会議は成立いたしまし

た。

これより、平成３０年度第４回青梅市教育委員会定例会を開会いたします。

本日の会議を開きます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第２ 会議録署名委員の指名 

【教育長（岡田）】 初めに、会議録署名委員の指名を行います。

本日の会議録の署名委員には、手塚委員を指名いたします。

【委員（手塚）】 はい、わかりました。

【教育長（岡田）】 次に、平成３０年３月２７日開催の平成２９年度第１３回定例会および平成

３０年４月１３日開催の平成３０年度第１回定例会の会議録につきましては、前回の定例会でお

配りし、ご覧いただいておりますので、よろしければこの場でご承認をいただきたいと思います

が、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 ご異議がないようでございますので、平成２９年度第１３回定例会および平

成３０年度第１回定例会の会議録につきましては、ご承認いただいたということにさせていただ

きます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第３ 教育長報告事項 

【教育長（岡田）】 それでは、教育長報告事項から始めます。まず初めに、委員の皆様から報

告をちょうだいしたいと思いますが、どなたかございますか。

（大野委員入室）

【委員（手塚）】 ３点あります。

６月２３日、佐藤まどかさんの講演会に伺わせていただきました。ちょうど思春期で進路を考

え出す年代のお子さん向けの、今年の夏の読書感想文の課題図書だということで、作品もすごい

素敵でしたし、佐藤さんご自身もとても素敵な方で、惜しむらくは中学生に聞かせてあげたかっ

たなと。なかなか作者の方と話す機会というのはなくて、よく国語で「作者はこのときどう思っ

たか」みたいな設問があって、「聞いてみたいよね」という話を子どもとしたことがあるので、読

んでこの場に来てくださる子どもさんがいたら、特に私自身も仕事が建築だったりで、中学校の

ときに、高校は建築の方にいこうと決めるのに葛藤した経験を思い出したりして、すばらしいな

と思いました。本当にありがとうございました。
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それから昨日、ぷらっとカフェで、新生涯学習施設をテーマに、大勢の方が集まって色々な話

で盛り上がっていました。特に私自身も思っていたから余計そう感じるのかもしれませんが、新

しい施設の中で若い人がどんなふうにかかわって、若い人たちがここに来たいと思えるようにす

るには…というところで、高校生たちが都心の方、東の方ではなく西のあえて青梅駅から歩いて

新生涯学習施設に来るような何かをというのを話されていたのが、すごく印象に残りました。

その後、成木で林業をされている若手の中島さんという方にお話をされたんですが、小学５年

生の学習の中で森林について学ぶということで、都心の世田谷区を中心に、先生方がすごく勉強

熱心にいらっしゃったり、実際に研究授業でテーマにして取り扱っていらっしゃるということで

す。特に森林環境税が実際に集められるのはまだ先なんですが、来年度から、お金だけは各市町

村や東京都に先行して出されるということで、そういう費用が出ているので、じゃそれをどう使

うかというところで、わりと青梅以外のところは実は動いているんですみたいな話を伺いました。

せっかく身近にこれだけの学習資料があるということや、先生方も実際に森林の授業をされると

いっても興味がなかったり知らなかったりすると、６時間の枠があるそうなんですが、３時間ぐ

らいでネタが尽きちゃう。そのかわり、実際に山に来てもらって色々な現状を見た先生は、６時

間では足りなくて、もう１時間プラスするみたいな話を伺いました。これは教育委員会だけでや

ることではなくて、本来青梅市全体でやっていかなければいけないことだと思うんですが、ある

意味、人をいっぱい呼び寄せる商機でもあるかなと思ったりもします。そのためにもまず教育委

員会の方でもぜひその辺をバックアップして差し上げられるといいなと思います。

中島さんご自身も、今どんどん都心の方でムーブメントが大きくなっているんですけれども、

受け手側の方がまだ態勢が整っていないというところで四苦八苦されています。あきる野市など

にもやっぱりいっぱいいらっしゃるそうなんですけれども、せっかくですので、青梅に先生方や

子どもたちが来て東京都の現状を見てもらう。地方と違って、１時間で来られるところにこれだ

けの山があったり、人材がある。四国とか大きな森があるところは、呼びたくても近くに人がい

ないということがあって、なかなかそういうことができないと。青梅の森のあり方の一つとして、

そういう教育の場という形があってもいいのかなと思いました。ぜひまた相談させていただけれ

ばと思います。

長くなってすみません。

【委員（稲葉）】 ３点です。

先日、市役所の前を通りましたら、「社会を明るくする運動」というところで集まって、中学生

がたすきを懸けて、炎天下の中、校長先生と一緒に街中に出ていたのを見ました。中学生の参加

というのはとてもいいなと。それに付き添われる校長先生も、とても暑い日だったので大変だろ

うけれど、そうやって中学生自身が街中へ出て、自分たちも含めて、というところで社会を見直

すというのはとてもいいなと思いました。

２点目は、今朝の西多摩新聞なんですけれど、ブロック塀のことが書いてありました。近隣市

町村のブロック塀の調査状況が書いてあったんですけど、一応それぞれに対応されていますが、
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一つ気になったのが福生市の取組で、学校のブロック塀については点検はできているけれど、通

学路の民家のブロック塀については私的財産なのでなかなか学校側がたぶん言えないところを取

り上げられていて、慎重に対応して考えたいということが書いてあったので、青梅市はどんなふ

うに取り組むのか。民家のところはもうそのままにしておくのか。子どもたちの安全を見守るた

めに出ていらした老人の方が民家の塀で亡くなっているので、そこを考えると、やっぱり青梅市

としても民家の塀のところまで、慎重にだと思うんですけど、何らかの形で動いた方がいいかな

と思いました。

３点目です。昨日新町小学校に行きまして、特別支援教室を拝見しました。どんな感じなのか、

ちょっと予想もつかなかったんですけれど、本当に先生方が丁寧にカリキュラムを組まれていて、

親と、担任の先生と、それから特別支援教室の先生の三つ巴で、子どもたちを連携を持って取り

組めるようなシステムがきちんとでき上がっているので、本当に嬉しく思いました。その新町小

学校で親御さんたちに説明をされたのが学校だよりに出ていたんですけれど、とても丁寧に、子

どもたちを応援しますという形で発表されていたのでいいなと思うのと、そこを利用して入って

きている子どもの生の声を聞くと、「頑張れそうに思う」とか、誇らしげに「僕はこれから勉強す

るんだ」というふうな声が聞こえるので、すごくよかったなと思いました。

以上、３点です。

【教育長（岡田）】 ブロック塀の関係は、後ほどの報告の中で説明させていただきたいと思いま

す。

【委員（大野）】 遅れまして申しわけありませんでした。

まず１点目ですけれども、せんだって３０日（土）に釜の淵市民館で行われた郷土博物館関連

の講演会「明治時代の青梅」、沖川先生のお話だったんですけど、大変よかったです。こういう講

座がもっともっとたくさん開かれたら、きっと青梅大好き人間が増えるんじゃないかな、若い人

にもっと来てほしかったなという気があります。その内容で、私、何がよかったかというと、小

曾木村にある昔からの資料を使いながら、小曾木村がどうだったという話じゃなくて、小曾木村

の数字とか色々なデータを用いながら、明治時代の日本全体の流れを繙いていくんですね。ああ、

それはそういうことだったかと。例えば、租税。税金の明治の初めごろのデータがあるんですよ。

それに比べると、例えば１９００何年かの日露戦争が終わったあたりとは、正確に覚えていませ

んが、０が違うんですよ。１０倍なり１００倍なりに税金が上がっている。それは日本が豊かに

なったからそうなったのかというと、実はそうじゃなくて、日本の国力をもっと増すために、例

えば戦争に使うために上がったとか。そういう、小曾木村の、日本の片隅の小さな村の数字が、

日本全国の色々な政治的な、経済的な状況とつながっているというところの話が、大変面白かっ

たです。ぜひまた同じような、もしくはそれ以上の企画をしていただければなと思います。

２点目ですけれども、サタデークラスの第１回目に、大門市民センターと新町市民センターに

行ってまいりました。主に初めからは大門市民センターで、時には私も指導する中に入ったりし

ながらやっていました。
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そこで感じたことが２つあります。一生懸命、指導する側の方々はなさっていますけれども、

お金のことはありますが、１月に１回で果たして子どもたちの学習習慣がつくものだろうか、学

力が高まるのだろうか。つまり、回数が１月に１回というのはどうなんだろうと、改めて思いま

した。

それから、ずいぶん大勢のお子さんが両会場とも来ているんですけれども、大門市民センター

は３つ部屋があるので分けられていいけれども、新町市民センターは大きな１部屋で全員入って

いるんです。ですから、３・４年生に問題を解かせてその回答の説明をしているときには、あと

の５・６年生とか中学生のはできませんね、声が重なっちゃうから。ホワイトボードもその数に

足りない。せっかくお金をかけてやる、子どもたちもせっかくその気で来ているので、市民セン

ターがとれるのかどうかわからないけど、なるたけ手配をして、３部屋くらいは用意してあげら

れたら、もっと効果が上がるんじゃないかな。

そういう意味で、これから事務局は、サタデークラスにつきましてはよくまた調べたり、その

場に行ったり、また要望を聞いたりしながら、またどこまで効果が上がっているのか、子どもの

とらえ方はどうなのか、というようなことについて調べて検証して、できるところからどんどん

改善していくということをぜひ取り組んでいただければなと思います。

色々制約があるんでしょうけど、せっかく始めたことですから、１年後、子どもたちに、ああ

来てよかった、来年もやりたいなと思ってもらえるような、そういうふうな運営ができたらいい

なと感じます。

３点目ですけれども、せんだって教育長、部長、室長、主幹が出られた記者会見に関連してで

すが、私まだ新聞報道でしか実はわかっていないんだけれども、教育長がきちんと誠意を持って

答えている。それから、この先も、遺族も含めまして誠意をきちんと見せながら対応していくと

いう姿勢が読み取れまして、そういう意味ではいい記者会見だったかなと思います。出られた方

は大変だったかと思いますけれども。また今後の課題は、例えば学校にいじめ防止対策委員会と

いうのが設置されているにもかかわらず、まるっきり機能していなかっというお話もございまし

たけれども、青梅市内のすべての学校で、実質的にちゃんとつくったものが機能しているどうか、

これから学校訪問もありますので、そういうところでお聞きをしながら支援をしていけたらなと

感じています。

以上です。

【委員（榎本）】 一般的な話になってしまいますが、最近大阪の方で、ブロック塀が倒れて子ど

もが犠牲になった事件とか、拳銃を持った男が校内に入った事件など、学校に関する危機管理が

問われるような事件が非常に多く起きています。マニュアル化するのが難しいようなことがすご

く起きていまして、柔軟な対応が必要になってきているかと思います。学校のトップの心構えや

普段からの危機管理に対する姿勢が問われていますので、それをサポートするようなところを教

育委員会としてはやっていかなくてはいけないのかなと思うんですが、そういう講習会というも

のをやっているところは、今のところあるのでしょうか。結構コストがかかることかと思うんで
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すけれど、例えば暴漢が入ったりすることは学校に限らず市役所とか、そういうところにもあり

得る出来事かと思いますので、そういう一般的な講習会を学校の方にも生かすような取組で、コ

ストをかけずに継続してやっていくことが必要なのかと感じています。

以上です。

【教育長（岡田）】 不審者対策は一応校内の防犯カメラの設置等もありますが、そういう講習と

いうのはありますか。

【指導室長（中嶋）】 暴漢が入った場合の対応というのは、校内の安全指導等も含めて、避難訓

練などと絡めて行っています。教員が刺股でその暴漢を押さえたりとか、そういう対応もいたし

ます。また危機管理全般に関しましては、校長研修会等を通して指導しているところではありま

す。

【教育長（岡田）】 本日は定例会の後、小学校の校長先生方との懇談会もありますので、その際

にはまた各学校での対応などを、ご一緒になったグループの校長先生方にも具体的な対応をお聞

きいただければと思います。

私の方からですが、６月定例議会がありまして、何点か一般質問があった中で、これからの取

組かなと思ったのが、学校における性的指向とか性自認についての取組の現状について。同じよ

うな関係で性的マイノリティに配慮をした中学校の標準服をという一般質問がありました。これ

につきましては、今後、教育委員会の中でも協議した中で、性的指向・性自認に対する対応とい

うものについて、また標準服のあり方について協議をしてまいりたいと思っております。

６月２３日、中央図書館での１０周年記念講演会があったんですけど、同じ日に午前中サタデ

ークラスということで、私も各会場を回ってまいりました。東部地区に比べまして西部地区の方

がまだ児童数に余裕があるということがありました。私も月１回ということが課題かなと思って

おります。これについては、また今後検討したいと思っております。

同じくその日に、青梅佐藤財団さんのご支援をいただきまして、「子どもＩＴ未来塾」というも

のを、こちらの部屋を会場といたしまして、「ラズベリーパイ」というんですか、小型のコンピュ

ータを活用したということで、当初１５名の定員だったんですが、非常に多くの応募がありまし

たので、佐藤財団の方でさらに経費を負担していただきまして、２０名でスタートをしておりま

す。最終報告として１０月２８日（日）の成果の発表会に向けて講座を１０回行ってまいります。

小学校５年生から中学生ですが、かなり皆さん意欲ある子どもたちが集まりまして、多くのお父

さん、お母さんも参加しておりました。

それから、昨日ですが、東京国立博物館長の銭谷さんを訪問いたしました。この方は平成１９

年から２年間、文部科学事務次官をなさった方で、その後こちらの館長さんをなさっているとい

うことです。青梅市第八支会の池田さんという根ヶ布在住の自治会の方が、かつて文部科学省の、

当時は校長先生だったらしいんですけれども、全国学校行事研究会というところで初等中等局長

だった銭谷さんとお知り合いということで、お話にいったところ、１０月に、「地域がつくる学校」

あるいは「学校を支える地域」、たぶん「地域がつくる学校」というようなテーマで、銭谷元事務
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次官みずからご講演に来ていただけるということになりました。銭谷館長は、コミュニティスク

ールについての話もしたいということでしたので、これからですが、受け入れとしては第八支会

の地域の方もそうですけれども、青梅はまだ学校運営協議会（コミュニティスクール）はありま

せんけれども、現在あります学校連絡協議会の皆様に声かけをして、ご都合がつく方に出席して

もらおうかなと思っています。１０月２０日（土）市役所２階の会議室で、時間は未定ですけれ

ども講演会を実施するということで、東京国立博物館の館長室で話し合いができましたので、そ

れを進めたいと思っております。

それでは、教育長報告事項を説明させていただきます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

１ 青梅市公共施設等総合管理計画における推進工程（ロードマップ）の見直しについて（教育

部）

【教育長（岡田）】 教育長報告事項１、青梅市公共施設等総合管理計画における推進工程（ロー

ドマップ）の見直しについて を説明いたします。

【教育部長（渡辺）】 それでは、資料１をご覧いただきたいと思います。

青梅市公共施設等総合管理計画における推進工程（ロードマップ）の見直しについての資料で

ございますが、この件につきましてご説明させていただきます。

市では、市議会や市民からのご意見をいただきまして、平成２９年３月に青梅市公共施設等総

合管理計画を策定いたしました。その中で現在、市議会へ公共施設等総合管理計画における推進

工程の見直しについてお示しをしているところでございます。

公共施設等総合管理計画でございますが、こういった冊子になっているものでございますけれ

ども、この中の若干の見直しがあるということでございますが、目的といたしましては、公共施

設等の現状の把握や更新費用等の見通し、また人口の動向や財政状況等を踏まえまして、長期的

な視点で施設の統廃合、長寿命化などを計画的に行うことによりまして、財政負担の軽減などを

行いながら、公共施設等の最適な配置を実現することを目的としているところでございます。

また、計画の内容といたしましては、公共施設の管理および再編の基本的な考え方と、公共施

設ごとの再編方針についても明確にいたしまして、計画期間を４０年間における推進工程を報告

書としているところでございます。

今般、再編方針にしたがいまして、施設ごとにより具体的な検討を行い、一部推進工程を見直

しましたので、教育委員会に関係する施設につきましてご説明をしたいと思っております。

報告資料１の、まず資料の表の構成についてでございますが、一番左の列は通し番号を記載し

ております。その右側の列に対象施設として公共施設の名称を記載してございます。その右に、

見直し前といたしまして総合管理計画書の中で現在お示ししている推進工程の内容、再編方針と

計画期間を記載しているところでございます。その右側の列に見直し後といたしまして、本日説

明いたします検討結果の内容を記載してございます。一番右の列は、平成３０年度から平成３２

年度までの直近３カ年における主な取組について記載をしてございます。
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それぞれの対象施設の説明につきましては、担当課長からさせていただきます。

【社会教育課長（塚本）】 私の方は、対象施設１番、２番、３番そして６番についてご説明させ

ていただきます。

青梅市民センターと、永山ふれあいセンター・釜の淵市民館、そして市民会館につきましては、

青梅市公共施設等総合管理計画において、モデルＡという形で４施設の統合という計画で進めて

ございます。

青梅市民センターについては新生涯学習施設（仮称）の方に移転をするという方向で進めてお

ります。

２番の市民会館、永山ふれあいセンター、釜の淵市民館につきましては、これも検討するとな

っていたものを、一応廃止という形で見直しをしております。なお、釜の淵市民館につきまして

は、耐震等も問題ないことから、廃止後の利用につきましては、貸し出しや売却等も検討してま

いるという形で見直しを行っております。

市民会館についても、新生涯学習施設（仮称）の方を検討中でございます。

中央図書館につきましては変更なしで、非所有のまま継続して運営するという形で進めており

ます。

社会教育課からは以上でございます。

【文化課長（北村）】 文化課の方からは、表の４番、５番、１０番について説明をさせていただ

きます。

まず４番の美術館、郷土博物館についてでございますが、経過としましては、今部長の方から

も話がありましたが、平成２９年３月に策定された青梅市公共施設等総合管理計画において、美

術館と郷土博物館は青梅地区・東青梅地区の施設再編で複合化を検討することとなっておりまし

た。その中で、当初東青梅１丁目の諸事業用地内の新市民ホール等複合施設の中に、美術館と郷

土博物館の展示機能を移転する予定でございました。しかし昨年、平成２９年９月の東青梅１丁

目地内諸事業用地等特別委員会において、青梅市公共施設等総合管理計画の見直しが行われまし

て、美術館の中に郷土博物館の機能を移すことで、美術館と郷土博物館の複合化を検討するとな

り、ロードマップの見直しを行うことになりました。

この表の右側になります、平成３０年度の取組内容としまして、美術館と郷土博物館の現状や

課題を整理し、今後の両館のあり方について検討した上で、両館を統合した新たな複合施設の基

本理念や基本方針を検討し、施設整備計画案をたたき台として作成する予定でございます。平成

３１年度および３２年度の主な取組内容については記載のとおりでございます。

次に、５番の郷土博物館収蔵庫についてでございます。こちらにつきましては、先ほどの青梅

市公共施設等総合管理計画において、保全を図りつつ維持するとしておりまして、今回のロード

マップの見直しは行っておりません。

最後に、１０番の美術館喫茶室についてでございますが、こちらは当初、公共施設等総合管理

計画の中では、美術館とともに検討するとしておりましたが、４番の美術館・郷土博物館におい
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て美術館と郷土博物館の複合化を検討することとなりましたので、今回美術館と郷土博物館の複

合化とあわせて検討するというような形で、ロードマップの見直しを行うことになりました。平

成３０年度の取組内容としましては、美術館と郷土博物館の統合を検討する中で、展示室や収蔵

庫、事務室等の配置の検討も含めて、喫茶室についても今後どのように運用していくかというこ

とを検討する予定でございます。

説明は以上となります。

【教育総務課長（浜中）】 教育総務課からは、７番と８番、学校施設についてご説明を申し上げ

ます。

青梅市公共施設等総合管理計画の中のロードマップの中での再編方針につきましては、７番、

８番ともご覧になっていただくとおり、一言も変わってはございません。施設の集約化・複合化、

または市民センター等との複合化ということで再編を検討していく、この基本方針は揺るぎなく

今後も検討していくということでございます。

ただ、ここでご説明させていただきたいのは、直近３カ年度、今年から３年間、ではどんなこ

とを具体的にやっていくのかというところでご案内したいと思います。

平成３０年度におきまして、学校規模適正化検討委員会において、児童・生徒数や学級数の適

正化の検討を行います。そして、学校施設の現状を把握し、計画策定の基礎となる建物の情報を

整理して、老朽化による学校施設別の工事の改築、長寿命化工事等の検討を行ってまいります。

次に、３１年度には、その３０年度に整理した各学校施設の情報、基礎データを積み上げて、学

校個別の施設計画を立てるための検討を、同じく学校規模適正化委員会で進めてまいります。そ

して、平成３２年度いっぱいで個々の学校施設における個別の施設計画を策定してまいる。そう

いう今後３年間ということでございますので、ご報告申し上げる次第でございます。

教育総務課からは以上です。

【学校給食センター所長（渡部）】 学校給食センターでは、９番目の給食センターにつきまして

ご説明申し上げます。

給食センターにつきましては、根ヶ布・藤橋両共同調理場ともに老朽化が進んでおりまして、

特に根ヶ布調理場につきましては建設から４７年が経過しておりまして、建物および調理設備・

機器ともに多額の修繕費用がかかっている状況が続いております。このことから、根ヶ布調理場

から藤橋調理場へ一部の機器の移設等を行いまして、平成３１年９月からは根ヶ布調理場での調

理を行わず、第二小学校を除くすべての学校給食の調理を藤橋調理場に一本化してまいります。

また、藤橋調理場も供用開始からもう３６年がたっております。老朽化が進行していることから、

新共同調理場建設についても同時に検討を進めてまいります。

以上です。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。

【委員（稲葉）】 ２番の市民会館、永山ふれあいセンター、釜の淵市民館を一体とするという
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ことなんですけど、「廃止後の利用は貸し出しや売却等を検討する」となっていますが、それは

釜の淵市民館だけで、ふれあいセンターは入っていないんでしょうか。

【社会教育課長（塚本）】 永山ふれあいセンターは元々東京都がつくった青少年センターです

けれども、ブロックづくりの建物で、耐震診断もできないような建物になっておりますので、継

続して使用することは難しいというふうに考えます。

【委員（稲葉）】 「貸し出しや売却等を検討する」ですけど、借りてくださる方の目星はつい

ているんでしょうか。これからＰＲなんでしょうか。

【社会教育課長（塚本）】 実は内部では、釜の淵市民館の方につきましては、青梅まちづくり

会社が敷地と一体で借りていただけるようなことができればいいなというような構想は持って

おります。永山ふれあいセンターの方は、実は東京都から移管を受けたときに、社会教育施設と

して使用するということで移管を受けているんですけれど、それを廃止する場合には東京都と協

議をしなければならないという契約になっておりまして、そこのところを今後協議していくとい

うことでございます。

【委員（稲葉）】 そうすると、永山ふれあいセンターはもし耐震が整っていれば、価格により

なんですけど、買い上げて使いたいなというのは、一人、地方の方でいらっしゃるので、ちょっ

と残念な感じです。コマをいっぱい持っていらして、ご自身が高齢になったので、そのコマを収

蔵して、みんなに遊んでもらえるような場所をつくりたいと。それが、ふれあいセンターぐらい

だったらいいなという感じで。

【教育長（岡田）】 名古屋の方ですか。

【委員（稲葉）】 関西方面です。

【教育長（岡田）】 いずれの施設も、条例上、教育委員会の公共施設としての廃止となります

けれども、その後は青梅市の普通財産に一旦なりますので、その段階で管財部門の方で取り扱い

が決まってまいります。売却していくのか、あるいは別の形で、普通財産として貸し館として活

用するか、それも含めて市全体で考えてまいりますので、そのあたりは売却あるいは貸し館とい

う形で市民の利用に供することを続けることが可能であれば教育委員会としてはありがたいん

ですが、今は不明な点があります。

【委員（稲葉）】 ありがとうございます。

【委員（大野）】 給食センターですが、３１年度の９月から藤橋調理場で第二小学校以外すべ

てを賄うということですね。それだけのキャパシティがあるということですかね。

【学校給食センター所長（渡部）】 今９８００食程度まで調理しております。藤橋調理場が始ま

った当初は同様の給食数をつくっておりましたので、基本的には藤橋調理場だけで調理ができる

というふうに見込んで、前倒しで根ヶ布調理場の調理を終了するようなことを考えております。

【委員（大野）】 藤橋調理場がまだまだ使えるんだったら、新共同調理場ではなくてそのまま

いけるのかなというふうに話を聞いて思ったんですが、やっぱり老朽化しているので新しいのを

つくらないとだめなんですか。
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【学校給食センター所長（渡部）】 根ヶ布の方が著しく老朽化が進んでおります。藤橋の方も、

築３６年とまだ３０年を超えたところということではありますけれども、現在ほかの新しい調理

場を見てみますと、アレルギー対策とか、新たな調理場の形をつくっておりまして、今の青梅市

のような形の調理場の方が少なくなってきます。藤橋の方も４０年が近くなってくるところで、

毎年約１０００万まではいかないんですが、修繕費用が必要になります。ですので、今ここで検

討を始めたとしても、共同調理場は一、二年ではできませんので、検討の方はすでに始めるよう

な形で進めております。

【委員（大野）】 わかりました。

【教育長（岡田）】 給食センターについては、一番下の平成３２年度、新共同調理場の基本設

計・実施設計ということで、来年度夏をもって根ヶ布は廃止しまして一旦藤橋に統合しますが、

その先には速やかに新共同調理場を根ヶ布の跡地か別の市有地にというふうなことを進めてま

いりたいと思っております。

また、藤橋調理場は以前はもっと多数の調理をしていたんですが、今は、米飯の設備があると

いうことなんですが、米飯については来年度以降、全面的な外注の中でやっていくという形です

ね。

【学校給食センター所長（渡部）】 ９月から一部米飯の方の委託を始めるんですけれども、一応

計画的には、来年の４月以降は米飯は外部委託に移行しようと考えております。その上で、米飯

の回数を増やしていくという形をとれればと考えております。

【委員（稲葉）】 ４番の美術館、郷土博物館の統合の件です。今美術館は下のホールが市民に

貸し出して使えることになっているんですけど、郷土博物館の展示室がそこを使うとなると、美

術館を使っての市民の展示とかというのはなくなってしまうということの理解でいいんでしょ

うか。

【文化課長（北村）】 この博物館展示室の機能をどこに移すかというところは、まだ検討して

いるところですけれども、もし仮に１階の市民ギャラリーのところに博物館展示室を移せば、確

かにおっしゃいましたように市民ギャラリーの部分のところがなくなると。ただその場合、東青

梅１丁目にできる新市民ホールの方にもそういう機能を設けられないかという話も出ておりま

すので、そういうところで活用していただくこともあるかもしれません。また、２階の展示室を

博物館、美術館で分けて使う可能性もあるかもしれませんので、まだ市民ギャラリーをなくすと

いうような考えには至っていないという状況です。

【教育長（岡田）】 来年度、上町の新生涯学習施設がオープンした中で、３階、４階のほかに

地下にも一つギャラリー的にも活用できるような部屋を今構想していますので、そういった点も

含めてあるかなと思うんですが、社会教育課長、何か補足があったら…。

【社会教育課長（塚本）】 展示につきましてはかなり、新生涯学習施設の方も重点を置いてお

りますので、様々な、スライディングウォール等を使ってパネルに使えるようなものも用意して

ございます。さらには、密閉されたお部屋ではなくて、扱いがちょっと不安なところはあるんで
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すけれども、廊下の部分をスポットライトやピクチャーレール等を配置して、展示交流スペース

という形で企画をしておりますので、ぜひそちらのご利用もしていただければと考えております。

地下は基本的には音楽等、音の出るイベントが予想される施設なんですけれども、そちらにも、

暗い雰囲気の中でスポットが当たるような、ムードのある展示施設も今企画しているところでご

ざいます。

【教育部長（渡辺）】 絵とかにスポットが当たるような、色々視察して見てまいりましたので、

そういうちょっと今風のスペースを考えております。

【委員（稲葉）】 館内展示はそれぞれの団体が一人、二人、受付とか館内についていると思う

んですけど、廊下展示のような不特定多数の人が通るところで、例えばとてもいい絵があり、と

てもいい書があり、色々な工芸品があって、ついついいたずらしたり、それから紛失したりした

ときの対応は、良識に任すというところなんでしょうけど、やっぱり新生涯施設としては紛失し

てしまったところの補償、その辺の対策はきちんと考えられているのでしょうか。

【社会教育課長（塚本）】 防犯の方につきましては、防犯カメラを死角のないような形で配置

したいとは考えております。各フロアに人を配置するわけにはいかないと思いますけど、防犯カ

メラはきちんと設置したいと考えております。

【委員（稲葉）】 なくなったときはどうするんですか。これ大事なんだけど、せっかく展示し

たけれど、なくなってしまうことをどう責任をとってくれるのと。その辺のところ、私たち色々

イベント活動するんですけど、イベントの保険をかけたりするので。

【教育部長（渡辺）】 おっしゃるとおり大事なものですので。基本的に１階のフロアに誰かい

るかというと、今考えている中では、警備員という形ではなくて、カフェコーナーとかあるので、

その方たちに見ていただくということはあるんですが、その大事なものがなくなる危険がありま

すので、防犯カメラの話もありましたけれども、特別に臨時職員を置いてやるとか、その辺のと

ころはちょっと検討していきたいとは思いますが、常駐というのはちょっと難しいかと思います。

【教育長（岡田）】 基本的に、重要なものはちゃんとカギのかかる部屋での展示でありまして、

誘客というんですかね、さわりの部分のコピーとかダミーみたいなものを廊下等には展示する。

それで興味を持ってもらって、本会場に足を運んでもらうというような仕掛けじゃないかなと思

うんだけど、その辺どうですか。

【社会教育課長（塚本）】 教育長おっしゃるとおりです。なかなか盗難の補償まではカバーで

きないとは考えておりますので、盗まれてもいいじゃないですけど、見せたくて見せたくてしよ

うがない方がたぶん多いと思うので、そういう方たちのニーズにこたえられればと考えておりま

す。

【教育長（岡田）】 よろしいでしょうか。

【委員（稲葉）】 あまりよくないです。作品つくっている身としては、こんな一つの小さなも

のでも、何時間もかけてつくっているので、廊下展示がいいだろうということでその団体が展示

して、その団体に盗難に遭った、あるいは傷つけられても補償しませんよというところで納得し
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ていただいての展示になるのでしょうか。

【社会教育課長（塚本）】 納得していただくのが前提です。もし盗難など心配されるようでし

たら、ぜひお部屋を借りていただいて…。

【委員（稲葉）】 シチュエーションはわかるんですけど、その辺のところは貸し館とするんだ

ったら、やっぱり作品に対しての補償というのもあっていいんじゃないか。あるいは、例えばな

くなってしまうことを考えたときには、展示している団体自身が作品には保険をかけてください

というようなもっていき方もたぶんあると思うので、その辺はもう少し丁寧に考えた方がいいか

なと思います。

【社会教育課長（塚本）】 その対策について、今後検討してまいります。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

２ 平成２９年度就学相談実施結果について（学務課）

【教育長（岡田）】 教育長報告事項２、平成２９年度就学相談実施結果について を説明いたし

ます。

【学務課長（石川）】 それでは、平成２９年度就学相談実施結果についてご報告いたします。

報告資料２をご覧いただきたいと存じます。

 昨年度、平成２９年度の就学相談件数は全体では３０４件でございました。昨年度が２５７件

でありましたので、４７件増ということになります。また、就学支援委員会開催回数につきまし

ては３６回で、昨年度が３０回でありましたので、６回の増となっているところであります。

次に、表１でございます。検討結果での就学先につきまして、こちらに記載してございます。

一番左の欄、区分につきましては、市内小学校・中学校、その下に特別支援学校５校、その下に

通常学級または市外への転居等をお示ししております。

表の中段よりやや下でございますけれども、市内小・中学校特別支援学級への新入学と転入学

の小計等をお示ししております。新入学が１０７件、転入学が１２９件、合計で２３６件でござ

いました。

続きまして、表の右から３行目をご覧いただきたいと思います。平成３０年度の学級数につき

ましてお示ししているところでございます。平成２９年度の学級数につきましては、小・中学校

合わせて５７学級、昨年度５２学級でしたので、５クラス増えているということになります。

その下の特別支援学校につきましては、都立羽村特別支援学校小学部から都立八王子盲学校小

学部まで含めまして、新入学で１３件、転入学が１件でございましたので、計１４件でございま

した。

通常学級および市外転居等の欄につきましては、就学相談の結果、通常学級を選ばれた件数が

新入学で１２件、転入学で９件の合計２１件でございました。２１件の内訳につきましては、裏

面の表の２の方でお示しをしているところでございます。こちらの記載につきましては、後ほど

お目通しをいただければと存じます。
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続きまして、中段下の方になりますけれども、表３をご覧いただきたいと存じます。河辺小学

校のことばときこえの教室についてお示ししたものでございます。相談件数が２７件、入級が 

１９件でございました。平成２９年度と３０年度の学級数については、言語障害通級指導学級が

１クラス増となっております。

最後に、一番下の表をご覧いただきたいと存じます。こちらは、平成２９年度就学相談全体の

件数から、取り下げになった件数や持ち越しで今年度対応になったもの等の件数、および最終的

に就学支援指導委員会に諮った件数をまとめたものでございます。最終的に就学支援委員会に諮

った件数については、一番下の段、２７１件となっているところでございます。

報告につきましては、以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。

【委員（手塚）】 特別支援の学級のお子さんというのは毎年増えているというデータをいただい

ていたので、たぶんこの就学相談もそれにあわせて回数が増えていくだろうと思うんですが、以

前かなり待たなければいけなかったり、実際支援委員会の先生方がすごくハードだということを

お伺いしたんですけれども、そういったところへの人員の追加はあるのでしょうか。

【学務課長（石川）】 昨年なんですけれども、開催回数として通常で１６回となっているんです

が、通常の回数だけでは審議ができないという結果になりまして、臨時の就学支援委員会を開催

する中で対応したところでございます。

【教育指導担当主幹（拝原）】 昨年度、このような状況がございましたので、年度の途中ではあ

りますが、臨時の職員をちょっとお願いしまして、１２月ごろから１人入っていただきました。

ただ、毎日入ってもらえるわけではなくて、週３日程度ということで、なかなかそれでも厳しい

現状は続いております。

【教育長（岡田）】 昨年度は教育指導担当が所管だったんですが、今年度、学務課を新たにつく

りまして、その中に担当を設けました。また、就学支援委員会の中でも、効率化に向けて、関係

する先生方と進め方について協議をしたわけです。どうしても裾野が広がって困難なケースが多

いので、そういう点での効率的な審査について共通理解を図ったと思うんですけれども、その辺

もう少し補足説明してもらえますか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 昨年度、臨時で６回も増えたということで、最後は３月のぎりぎ

り、卒業式の日までやっているという状況でした。そうなってしまいますと、そこまで就学先が

決まらないといった状況があって、かなり学校の方も、もちろん一番困るのは保護者の方や児

童・生徒なんですけれども。それを改善するために、本年度につきましては、例えば今の６年生

の子は中学校に上がるにあたって必ず就学支援委員会に諮りますので、今６年生のお子さんには

年度当初から学務課の方からご案内をして、１学期中に就学相談室の方に相談に行くようにと、

早めに動き出していただくようなことを始めたわけでございます。

それから、通級指導学級が小学校で特別支援教室に変わったということで、まず各学校で校内
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委員会を開いて、就学支援委員会ほどではないですけど、校内で一度審議をするということにな

っております。その結果上がってきたものが就学支援委員会にかかりますので、そのケースに関

しましては一度校内で審議しているということもあるので、就学支援委員会での審議は少し簡略

化ということです。それについては、今年度当初の特別支援推進協議会で諮って、専門家の先生

方にもご了解をいただいた上で、また１回の就学支援委員会において共通理解を図って進めてい

るところでございます。

【委員（大野）】 本当に青梅市の就学支援委員会は、昔は指導委員会といったんですが、きち

んとやっていますね。ですから、本当に時間がかかる。私も何回来たかわからないほどです。そ

れぐらい青梅市はきちんとこれをやっていますね。

それから、１点質問なんですが、結局判定では特別支援学級となったけれども、最終的に親御

さんの判断で通常学級に入ったお子さんが、この表２ですね。こういうお子さんたち、今年入っ

てどうとか、たぶん本人もある面で苦労しているんじゃないかと思うんですけど、何か聞こえて

きているものはあるのでしょうか。また、学習支援の臨時職員の方が入ってもらっていますけれ

ども、ああいう方に主としてこういう子にはついてもらっているのでしょうか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 何人か気になるお子さんについては、こちらの方から学校の方

に問い合わせをして、どういう状況ですかという形で聞いております。ただ、例えば教室で立ち

歩かれてということはないけれども、学習についていけているのかなとなると、疑問はあります

というようなことは聞いております。そういった形で、就学支援委員会の判定とは違う方向に進

まれた方については、夏季休業中等に就学相談室の方から親御さんにも連絡をして、一回決まっ

て一回入学したから終わりというのではなくて、継続して声をかけて、よりお子さんの能力を伸

ばせる場所で学べるようにというような形では考えております。ただ、なかなか難しい現状もご

ざいます。

【委員（稲葉）】 そういう方は、取り下げ・連絡なしの２４件の中に入っているということで

すか。取り下げられた方は、どんな理由で取り下げられたんでしょう。

【教育指導担当主幹（拝原）】 今申し上げた方は、最後の判定までいって、その結果を受けた

上で親御さんが判断されたというケースなんですけれども、取り下げの方は途中で、もううちは

結構ですというような形。例えば見学には行ったけれども、もう結構ですというような形です。

そういったケースもあれば、もう連絡しても出てもらえないような、そういったケースもござい

ます。

【教育長（岡田）】 ちなみに、合計の９２、８３というのは何か意味があるんですか。小計の

ところの５７、５２までで終わりじゃないかなと思ったけど。

【学務課長（石川）】 こちらについては訂正させていただきたいと思います。失礼いたしまし

た。

【教育長（岡田）】 では、空欄ということでお願します。

よろしいですか。
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┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

３ 平成３０年度青梅市まるごとアート支援事業補助金交付選定結果について（文化課） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項３、平成３０年度青梅市まるごとアート支援事業補

助金交付選定結果について を説明いたします。

【文化課長（北村）】 それでは、報告事項３の青梅市まるごとアート支援事業補助金交付選定

結果についてご説明申し上げます。報告資料の３をご覧いただきたいと思います。

本事業につきましては、市内で自主的な文化芸術活動を行う団体に補助金を交付しまして、

本市における文化芸術の創造、発信および交流を通した文化の香り高い創造的なまちづくりに

寄与することを目的として設けられたものでございます。平成３０年度は、４月に教育委員会

のホームページや市の広報などを通じて周知を行い、資料のとおり５件の応募がございました。

そのうち、昨年度と引き続き継続が４件、今年度新規が１件でございました。

審査につきましては、５月１６日に選定委員会が行われまして、お示ししましたとおりの結

果になったところでございます。今回の審査結果は、すべて交付となっております。

また、交付決定をしました５件の申請額の合計が１３４万５５００円となっておりまして、

予算額の１００万円を上回ったため、不足額につきましては各団体の申請額に応じて均等に按

分し、差し引いた金額を各団体の補助金の交付額としております。

説明は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

継続と新規、もう少し補足してもらえますか。

【文化課長（北村）】 表の１番から４番までの申請者につきましては、昨年度と引き続き、今

回も申請をしていただいている団体でございまして、５番の団体につきましては、今回新規と

いうことで、内容的には青梅の商店街にある映画看板を使った映画上映会や街並み巡りといっ

たものを予定しております。

５番の新規事業の内容をご説明させていただきますが、昨年亡くなった映画看板師の久保さ

んの作品を取材するということで、フランス人カメラマンのシャンタル・ストマンさんという

方が青梅を訪れまして、青梅の映画看板に関心を持たれ、フランスの雑誌等に紹介しています。

また、この方は青梅の街中だけでなく青梅市内の御岳山の方にもいらして写真を撮ったりして

いるそうです。今回、フランスと映画文化に関する講座や、映画看板のある青梅の街並みめぐ

りなどの事業を計画していると伺っております。

【委員（榎本）】 この補助金というのは、その事業の団体に交付するものなんですか。

【文化課長（北村）】 こちらについては、申請いただいた書類の中に事業内容や経費といった

ものを出していただきまして、その中で今回の補助金の対象になるものを含めた、そのうちの

半分を市が助成をするということになっております。

【委員（榎本）】 活動内容はどのようなことをやっていこうと。
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【文化課長（北村）】 補助要綱がございますので、その中で事業内容が対象事業として適当か

どうかというのを、検討委員会の中で協議させていただいて、その中で認められた経費の半分

を補助するという流れでございます。

【教育長（岡田）】 手元にまるごとアートの補助金交付要綱がありますか。どういうものに補

助していますかということをちょっと…。

【文化課長（北村）】 補助金交付要綱の中で、補助対象事業についての説明をさせていただき

ます。こちらの対象事業については、この補助金は、アート団体が次に掲げる要件のすべてに

該当する事業を実施する場合に交付し、対象経費は青梅市長が必要かつ適当と認めるものとす

る」としておりまして、４点ございます。条件としましては、文化芸術活動を通した集客・交

流の促進、人材育成、子どもたちが参加する文化芸術活動等、地域活性化やアートによるまち

づくりに寄与することというのが１点目にございます。２点目としましては、原則として、事

業が青梅市の区域内で開催され、広く市民に公開されること、としてございます。３点目が非

営利であること、４点目が政治または宗教活動とかかわりのないことというのが、対象事業と

しているものになっております。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

４ 特別展「ダンボールアート遊園地 集まれ子どもたち！！」における小・中学生の観覧料免除

について（文化課） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項４、特別展「ダンボールアート遊園地 集まれ子ど

もたち！！」における小・中学生の観覧料免除について を説明いたします。 

【文化課長（北村）】 それでは、報告事項４、特別展「ダンボールアート遊園地 集まれ子ども

たち！！」における小・中学生の観覧料免除についてご説明いたします。

報告資料４と、机上に配付しましたチラシをご覧ください。

資料の１（１）から（３）につきましては、記載のとおりでございます。（４）観覧料につきま

しては、美術館の観覧料については、青梅市美術館条例第４条にもとづき、特別展の場合    

１０００円以内としていることから、通常大人は５００円、小・中学生は１００円としていると

ころでございます。

４の理由につきましては、このたびの展覧会が、ダンボールで制作された巨大恐竜や迷路等を

展示し、子どもから大人までが見て、触って、遊べる体験型の展覧会となっております。また、

夏休み期間中に開催するものでありますので、多くの子どもたちが家族と美術館に来場すること

が予想され、本館の展覧会においても今後の来場促進につながると考えられるため、３の根拠の

とおり、青梅市美術館条例第４条第２項および同条例施行規則第４条第３号にもとづき、小・中

学生の観覧料を無料とするものでございます。

５の周知方法につきましては、広報おうめ７月１５日号をはじめ、ホームページや行政メール

等で周知するほか、市内の各小・中学校や保育園、幼稚園等にもお知らせをいたします。
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説明は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。

【委員（稲葉）】 愛知県の子どもの美術館に行ったときに、ダンボールアートの展示と講座があ

りまして、見て、そして工作もできてというところで、工作できない子はキットを買って帰れた

という販売もあったので、その辺のところ。美術館というところなので販売は難しいかもしれま

せんけれど、やっぱり見て、つくってみたいなという子がいたら、販売用の小さなキットがある

といいかなと思うんですけど、いかがでしょうか。 

【文化課長（北村）】 説明が足りなくて申しわけございません。今のご意見のとおり、今回こち

らのダンボールアート展につきましては、もちろん展示をして、触れて遊んだりするだけではな

く、キットも販売をいたします。また、実技講座の中では、キットを使っての工作教室を、美術

館職員が講師となって参加募集を行いまして、館内の市民ギャラリーの方での教室も実施いたし

ます。こういった中で、人気のあるキットを集めて、１階のホールのところにブースを設けて、

販売をさせていただくような計画になっております。 

【委員（稲葉）】 チラシにキット販売ありますというところ、あるんですか。値段が書いてある

ととても嬉しいです、何円から何円と。 

【委員（手塚）】 とても楽しそうな企画で、ああ、うちも子どもが小さかったらよかったのにな

と思ったんですけど。普段の美術の展示と違って、お子さんたち入り乱れていっぱい集まってく

れたら嬉しいことではあるんですけど、基本は保護者の方だろうとは思うんですけれども、いつ

もとちょっと違って動けるようなスタッフの方とかは配置されるご予定はありますか。 

【文化課長（北村）】 通常、市の方でシルバーセンターに委託して人を配置しますので、今回も

同様に行いますが、特に今年は子どもさんということもありますし、部屋も２部屋ありますので、

両方にシルバーの方を配置するということで人を多くしているということ。それからもう一つは、

今回まだ調整中というか準備をしているところですが、地元の青梅総合高校に保育のクラスがご

ざいまして、高校生のボランティア先として美術館にどうかというところを担当の方で相談に行

きまして、募集をかけたら何人か集まりました。毎日ではありませんが、一番混み合う時間帯に

高校生の学生さんたちに来ていただいて見ていただく。そういった対応処を考えているところで

ございます。 

【委員（稲葉）】 総合高校のボランティアの学生さんたちはとてもよく勉強されているのでいい

なと思います。館内の子どもたち対応でシルバーさんをというのは、ちょっと気になるところで

す。やっぱり子どもを見守るスキルは必要なので、その辺は子どもに特化した見守りとか預かり

等をされているＮＰＯの団体がいらっしゃるので、そういうところへお声をかけた方が、シルバ

ーさんよりは広範囲に子どもたちの行動を見ることができるし、子どもはどう動くかわからない

ので、ぼんやりしていると後ろから飛びつかれたりすると大怪我しますので、その辺のところを

考慮すると、子ども対応ができるような方に頼んだ方が、どちらもより安全かなと。見守る方も、
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子どもたちも安全かなと思います。 

【教育長（岡田）】 その辺の手続、契約上はどうなっているのかな。 

【文化課長（北村）】 シルバーの方と契約しています。例年、女性の方が多いんですけれども、

子どもさんたちから見ればおばあちゃん世代になります。今回はそういう形でやらせていただき

ますが、今後そういったものをやる場合には、今いただいたご意見を参考に検討させていただき

たいと思います。貴重なご意見、ありがとうございました。 

【教育長（岡田）】 もう契約しちゃっているのかな。間に合えばね。子ども関連の団体に委託す

る手もあったね。 

【委員（大野）】 総合高校だけではなくて、市内には多摩高校もありますよね。多摩高校の方に

もボランティア部とかないんですかね。一回当たってみたらいいんじゃないかな。そういう意見

です。 

【文化課長（北村）】 多摩高校については確かに伺っていなかったということもありまして、そ

こは片手落ちなのかなということもありますが、先ほど申し上げたように青梅総合高校は保育の

専攻のコースがあるというところで、その発想からお願いしてしまったものです。高校生という

ことではなく、スキルをアップさせるという意味では、保育園や幼稚園で実習する一環として、

子どもが集まるところでそういったことはどうでしょうかというご提案をしたら、お話が進んだ

ということです。時間があまりない時期だったもので、今後ボランティアをお願いする場合には、

高校生なら市内の高校生をというところもこれから考えていきたいと思います。 

【委員（大野）】 わかりました。 

【文化課長（北村）】 内覧会を開会２日前の７月１９日に行います。近隣にあります青梅保育園

にご相談しましたところ、快くご了解いただきました。当日プレス用の写真を撮る場合に、子ど

もさんがいる風景を撮って載せる方がより臨場感が出るんじゃないかというところもありまし

て、２日前の１９日の午前中にプレス向けに地元の保育園の子どもさんを呼びまして行う予定で

おりますので周知させていただきます。よろしくお願いします。 

【教育長（岡田）】 本当は印刷する前に報告してもらった方がよかったかなと…。楽しいイベン

トということで、多くのお子さんが見えると思うんですけれど、もしかすると子どもたちだけで

来る子も多いと思います。また中には、大人たちが連れてきて、お父さん、お母さん、２時間た

ったら迎えに来るよということもあるかもしれません。大人は観覧料がかかるので、無料の子ど

もだけであふれ返るかもしれませんけれども。よほど多くの来館があれば、財政当局にも言って、

流用対応等でそういう見守り、あるいは看護師資格のある人とか、必要に応じて、そこは臨機な

対応を最初の様子を見て財政課と調整してもらいたいと思います。よろしくお願いします。 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

５ 諸報告 

    (１) 委員会等会議録 

      ア 青梅市社会教育委員会議会議録（社会教育課） 
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    (２) 事業等の実施予定について 

ア 生涯学習事業実施予定について（社会教育課・文化課） 

    (３) 事業等の実施結果について 

ア 平成３０年度学校基本調査結果について（教育総務課） 

イ 生涯学習節実施結果について（社会教育課・文化課） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項５、諸報告ですが、あらかじめ各委員には事前に目

を通していただいておりますので、何かご質問、ご意見等がございましたらお願いいたします。

【委員（手塚）】 生涯学習事業の実施予定の２枚目、「新町図書館夏休みのとっておきスペシャ

ルなおはなし会」の対象が「図書館ボランティア」となっているんですけれども、これはたぶん

間違いなのかなと思って見ていたんですが、それが１点。

それから、河辺小学校で「図書館ボランティア向け修理講習会」をやってくださるということ

でありがたいなというところと、図書館が担当してくださっている催しが本当に沢山あるなとい

うことを改めて感じています。

あと、第２回の青梅市図書館を使って調べる学習コンクールということで、今図書館に昨年度

の入賞作品が展示してあって、本当に面白いです。とってもよくて、青梅の子どもたちにしっか

り見てほしいということと、後ろに参考にした資料がずっとあって、小学生の中学年、低学年の

子どもが１０冊ぐらいの本を資料としてきちんとあげている。学習の仕方としては、今はインタ

ーネットでさくっと検索してというような世の中なんですけれども、大学生になってちゃんとし

た論文を書くのには、きちんとした書籍を何冊も読んで、自分の中でまとめて自分の意見を書く

というところで、本当にいい勉強になっているなと思います。特に選ばれている作品なので、素

晴らしいんだと思うんですけれども。高校生の作品で、飯能やこの青梅の商業地区についての分

析を書いてくださっていたのなんか、本当に読みがいがあるものです。小学生も、手書きなんで

すね。とってもよくまとめてあって。図書館に展示してあるんですけど、これ何とか小学生たち

に見せたいなと思って、図書館に長居させていただきました。

以上です。

【社会教育課長（塚本）】 １点目の対象の方は誤りで、訂正させていただきます。対象は、今確

認しております。

 調べ学習コンクールの方の資料につきましては、学校に今順繰りに回したりしていますので、

学校の方にも見られるような機会はあります。

以上です。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

６ 青梅市学校給食会役員の改選について（学校給食センター） 

【教育長（岡田）】 次に、追加になりました教育長報告事項６、青梅市学校給食会役員の改選

について を説明いたします。
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【学校給食センター所長（渡部）】 それでは、青梅市学校給食会役員の改選についてご報告させ

ていただきます。報告資料６をご覧ください。

本報告事項は、青梅市学校給食会運営要綱の規定にもとづき、青梅市学校給食会役員の改選を

行おうとするものであります。

改選の内容でありますが、まず理事の学校長および副校長の職にある者についてでございます

けれども、学校の人事異動等に伴いまして、新たに小・中学校長会および副校長会から推薦され

た方を選任するものであり、新たに選任するのは、学校長につきましては佐藤広明第三小学校長、

副校長につきましては関谷望今井小学校副校長および廣瀬尊貴西中学校副校長であります。

また、児童・生徒の保護者を代表する者につきましては、小学校・中学校ＰＴＡ連合会役員の

変更に伴いまして、新たにＰＴＡ連合会の方から推薦されました理事２名、こちらに記載があり

ますように、柳内氏と中野氏を選任するものであります。

また同時に、監事の児童・生徒の保護者を代表する者につきましても、山谷氏を新たに選任す

るものであります。

なお、市の人事異動に伴いまして、会計理事および常務理事も変更になっておりますことを、

あわせてご報告させていただきます。

任期につきましては、前任者の残任期の平成３０年８月３１日までとしております。

報告は以上です。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

よろしいですか。

それでは、以上で教育長報告事項は終了とさせていただきます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第４ 協議事項 

１ 青梅市教育委員会事務点検評価有識者の委嘱について（教育総務課） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項に移ります。

協議事項１を議題といたします。青梅市教育委員会事務点検評価有識者の委嘱について を説

明いたします。

【教育総務課長（浜中）】 それでは、協議資料１にもとづき説明をさせていただきます。

青梅市教育委員会事務点検評価実施要綱第４項の規定にもとづきまして、点検評価有識者を委

嘱しておるところでございますけれども、今回１名の方が任期満了となりましたことから、新た

に記載のとおり内山英紀氏を委嘱しようとするものでございます。なお、経歴等につきましては

資料に記載のとおりでございます。

任期は、平成３０年４月１日から平成３２年３月３１日までの２年間とするものでございます。

よろしくご協議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい
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ますか。

従来はお２人の方を同時に委嘱して同時に任期満了でお２人ともかわっていたんですが、昨年

西原委員に３年間お願いしまして、１年ずつ交互にという形に切り替えました。

サッカーが上手なんでしたか、スポーツで活躍されている方です。

よろしいですか。

協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市教育委員会事務点検評価有識者の委嘱

について は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

２ 青梅市立学校における就学指定校の変更に関する取扱要綱の一部改正について（学務課） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項２議題といたします。青梅市立学校における就学指定校の変

更に関する取扱要綱の一部改正について を説明いたします。 

【学務課長（石川）】 それでは、青梅市立学校における就学指定校の変更に関する取扱要綱の一

部改正についてご説明申し上げます。 

本要綱の一部改正につきましては、前回の教育委員会定例会でご説明した中、保留となってい

たものでございます。なお、教育委員会終了後、通学区域の大きな図面を教育長からご説明申し

上げたところでございます。 

現在の就学指定校変更に関する要綱にもとづきますと、仮に保護者や児童・生徒が指定校の変

更手続によりまして、最短距離にあります学校に通学を希望しても、通学ができないというケー

スが実際に生じておりました。本要綱の一部改正によりまして、最短距離にあります市立学校に

通学できるよう改めることで、保護者、児童・生徒のご希望に寄り添う形で柔軟に対応すること

が可能になりますとともに、あわせまして特定の学校への過度の集中を避け、また児童・生徒の

平準化にも貢献できる有効な方策と考え、改めましてご協議申し上げようとするものでございま

す。 

恐れ入りますが、資料を２枚おめくりいただきますと、青梅市立小学校通学区域図がございま

す。仮定の話で恐縮ではございますが、こちらで説明させていただきます。 

例えば第六小学校でございますけれども、多摩川を挟んだ南側に梅郷地区の柚木町がございま

すけれども、こちらの小学生につきましては、奥多摩橋を渡れば第六小学校がより近いところが

一部ございますけれども、現状のままでは第五小学校に通学することとなっております。また、

河辺駅北口周辺につきましては、若草小学校の学区でありますけれども、ＪＲ青梅線の踏切を越

えれば河辺小学校が最も近い学校という児童もいらっしゃいます。また、第三小学校区域でござ

いますけれども、例えば野上町の１、２丁目、こちらも吹上小学校の方が近い児童も実際にいら

っしゃいます。 
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もう１ページおめくりいただきますと、青梅市立中学校通学区域図でございます。こちらも第

三小学校と同様に、野上町１、２丁目にご自宅がありますと、第三中学校より吹上中学校の方が

近いという生徒もいらっしゃいます。 

恐れ入りますが、２ページお戻りいただきまして、改正の理由について説明させていただきま

す。 

改正の理由といたしまして、通学の安全性および利便性の向上を図るとともに、特定の小学校

への児童数の集中を避けるため、就学指定校の変更要件を見直そうとするものでございます。 

２の改正の内容でございますけれども、就学指定校の変更要件の見直しとしまして、現行の４

にございます「地域的事情による場合」で、「自宅から指定校までの距離が、最短距離隣接校まで

の距離のおおむね２倍以上ある場合で、最短距離隣接校への通学を希望するとき」とありますも

のを、下にございます「自宅から最短距離の市立学校が指定校でない場合で、最短距離の市立学

校への通学を希望するとき。（第三小学校および新町小学校への変更を除く）」としております。 

なお、対象学年につきましては、従来が「小学校の全学年」としておりましたのを、「小中学校

の全学年」とするものでございます。 

次のページには、新旧対照表が提示してございます。 

３の実施期日等でございますけれども、平成３０年８月１日から実施し、平成３１年４月１日

以降の入学または転入学から適用するものでございます。 

説明につきましては以上でございます。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し

上げます。 

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。 

【委員（手塚）】 もう来年度の入学から可能ということで、１つは、自分がもし保護者だったら、

自分は選んでいい立場にある住まいなのかどうなのかということをどうやって知ることができる

のかなというところと、何校か選べる立場になったときに、以前主任児童委員の方から、第三小

学校と藤橋小学校でどちらも選べる家があって、その方は引っ越してこられてどっちがいいと言

われたときにわからなくて、主任児童委員さんにどっちがいいと思いますかと聞かれて、主任児

童委員さんも答えにくかったという話をちらっと伺いました。一番いいのは、学校を見にいくこ

とだと思うんですが、もう来年度からということなので、それを周知をして、学校が見学等を受

け入れるという状態にしていただかないと。公立の小学校だと、あなたはここに住んでいるから

ここに行きなさいと自動的になっていれば、そこに行くものだと思っている親御さんが多いので、

改めて選んで行くというふうになるからには、やっぱり見ておきたかったり、状況を知っておい

たり、情報がきちんとあることが必要かなと。 

それから、これは全体的に自由ということなんですけれども、本当の目的としては、第三小学

校や新町小学校の混雑ぶりと、周辺の学校の２クラスが維持できるかできないかというギリギリ

なのを、何とかうまく緩和したいという隠れた目的があるはずですので、その辺の周知について
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はどんなことを考えていらっしゃるのか、もしわかれば教えていただけますか。 

【学務課長（石川）】 周知につきましては、ご承認いただきまして、また経営会議等で報告が済

み次第、各学校の方には周知を図ろうと考えているところでございます。ただ実際に、選べる中

で学校見学等、見なければわからないということも十分考えられますので、そういったことにつ

きましても学校と協議しつつ、そういった時間がもてるよう調整を図りたいと考えているところ

でございます。 

【委員（手塚）】 保護者の方へは、どんな形で周知をされるご予定でしょうか。 

【学務課長（石川）】 保護者につきましては、学校を通じまして児童・生徒にそういった趣旨の

内容をお持ち帰り伝えていただく、あるいは入学説明会等もありますので、そういったところで

説明させていただきます。あと、全市的には広報とかホームページといったものを通じて周知を

図りたいというふうに考えているところでございます。 

【教育長（岡田）】 ちょっと修正させてもらいますけれども、就学指定校は教育委員会の権限で

すので、学校は受け身ですので、教育委員会がしっかり取り組むという形です。入学の前に就学

時健康診断というのがあります。それのハガキを出しますので、そういった際に、指定校はどこ

ですという中で、「なお…」という形でそこら辺を記載して申し出てもらう、書き加える形がとれ

るかどうか、ちょっと検討してみたいと思います。 

新１年生からになりますので、例えば３年生が４年生に上がるときに移動するということは、

別途相当の理由がなければありません。新１年生が対象ですのでこの就学通知や、あるいは中学

１年生の場合ですと、制服等の関係もありますので、そこは６年生の教室を通じて教育委員会か

らの通知を保護者に渡してもらうような形で、教育委員会が責任を持って対応していけばいいか

なと思います。そういう方向で、学務課長、検討をお願いしたいと思います。 

【委員（稲葉）】 幼稚園とか保育園の年長さんが１年生に上がるときに、お母さんたちはもうす

でに夏ごろからどこの小学校かなということを検討されているので、一応幼稚園や保育園への周

知というのは、お母さんたちの話題の中に入っているし、一緒に行こうねと言っていたのが一緒

に行かれなくなったりすると、子どもの心の準備というのもちょっとしんどいところがあるかな

と思うので、その辺はどう考えていけばいいんでしょうかね。そこまでは考えておられませんで

したか。一応、小学校・幼保連携というところで。 

【教育長（岡田）】 今日ここで決定したら、夏休み以降、早めの広報等で、指定校はこうなって

います、新１年生はこうなりますというのを案内する形かな。全く関係ない子が大半なので、逆

に出すと、あら私はあっち行きたい、こっち行きたいと間違った解釈をされる親御さんが出てく

ることもあると思うので。 

【教育部長（渡辺）】 今の内容でございます。やはり幼稚園の子どもを持っている保護者の方に

はそういったこともありますけれども、全部が全部ではないということがありますので、周知に

ついては、先ほどありました就学時健康診断の際の周知というのが一番いいかなというふうには

考えます。しかしながら、そういった対応について問題もありますので、その辺のところはどう
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いった方法が一番いいのか検討してみたいと思っております。 

【委員（手塚）】 単位としては、例えば木野下１丁目はＯＫとかいう形になるんですか。単純に

地図で見て、実際の経路で半分とか。細かい話で恐縮ですが、たぶんお母さんたちは自分の子が

どうなのかというところがすごく気になるところだろうと思うんです。もし何かお考えがあるよ

うでしたら…。 

【教育部長（渡辺）】 基本的には指定校は決まっていると。どこどこに行ってくださいよと。そ

れが近くにそういった学校があればということがあるんですが、町名とか地番の単位というのは

なかなか難しい部分があるので、例えば先ほど言ったような就学時健康診断をご案内する中で、

お宅はここの学校が近いですけどもいかがしましょうかというところしかないんです。図面の中

でどこまでそれを落とせるか。どちらでしょうかとそれぞれに聞いていくのか、または図面をつ

けるのかというのは難しいので。周知をしますので、該当する方は申し出てくださいよという方

法は今考えているところです。木野下１丁目のどこどこに住んでいるんだけど、行けるんでしょ

うかと言われれば、近くにあるから行けますよとは言えますけれども、皆様方にあなたの住んで

いるところはここなので行けますよという周知は、全部が全部できるかというと、なかなか厳し

いかなとは思います。教育委員会からお示しする中で、希望の方は来ていただくと。基本的には、

指定校は決まりますので、決まっているところに行ってくださいと。ただし、こういったことも

できますよという緩和措置ということでございますので。 

【委員（大野）】 この、最短距離というのがありますね。つまり、窓口に相談に来られたときに

困らないために確認なんですけれど、現行は「おおむね２倍以上」とか、「おおむね」と入ってい

ますよね。今度は「おおむね」が入っていませんから。最短距離というのは、直線で最短距離な

のか、それとも合理的に歩いていったときに最短距離なのか違いますよね。相談に来られたとき

に、そういうことをきちんと決めておかないと、説明に困っちゃうんじゃないですかね。直線な

のかどうなのか、そういうことは検討しているんですか。 

【学務課長（石川）】 今現在、こちらではなくてこちらに行きたいというようなご希望がござい

ます。そういったときに、地図上で、現在は合理的に歩いていったときの最短距離をもとに判断

しているところでございます。今後につきましては、また内部で議論させていただきまして、慎

重に判断したいと考えております。 

【教育長（岡田）】 直線距離がいいのか、合理的経路がいいのか。学校は校門なのか、職員室な

のか、校長室なのか、学校を点でとらえるか、面でとらえるかもあるので。ここはよく基準とい

うか、それをしっかり担当の方が、公平にどなたにも説明できるものは、地域ごとに落とし込ん

だものをつくっておけば、ゆくゆく学区の再編のときにも必要になってくるので。しっかり住宅

地図かなにかに、パッと開けば、ここは大丈夫ですと。それが最終的には地番まで落としたもの

をつくっておくといいかと思いますので、担当の方に指示してください。 

よろしいですか。

協議事項ですのでお諮りいたします。
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本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市立学校における就学指定校の変更に関

する取扱要綱の一部改正について は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

３ 青梅市教育委員会運動部活動の在り方に関する方針の策定について（指導室） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項３を議題といたします。青梅市教育委員会運動部活動の在り

方に関する方針の策定について を説明いたします。 

【指導室長（中嶋）】 青梅市教育委員会運動部活動の在り方に関する方針について説明いたしま

す。 

初めに、今回ご協議いただくことになりました経緯について説明いたします。 

協議事項３と協議事項４は、ともに学校の働き方改革の一環であります部活動指導員の導入に

かかわる内容であります。後ほど詳細な説明はいたしますが、部活動顧問にかわって生徒の引率

等を任せられる部活動指導員を導入することにより、教職員の負担軽減を図ることを目指してお

ります。協議事項３が運動部活動の在り方に関する方針で、この方針を定めることにより、都・

国からの補助をいただくことができます。 

それでは、協議資料３をご覧ください。本方針は、東京都が示した運動部活動の在り方に関す

る方針にもとづき作成しております。簡単に内容を見てまいります。 

初めに、本方針策定の趣旨ですが、生徒にとっての望ましいスポーツ環境を構築するという観

点に立ち、四角の中にあります３点を重視して実施することを目指します。 

次に、中段下、１の適切な運営のための体制整備では、（１）運動部活動の方針の策定等、（２）

指導・運営にかかる体制の構築を掲げております。（１）方針の策定では、校長が学校の活動方針

を策定することや、顧問が活動計画を校長に提出することなどを記載しております。（２）の体制

の構築では、校長が生徒数や教員数から適正な数の部活動を設置することや、教育委員会は部活

動指導員を積極的に任用することなどを記載しております。 

１枚おめくりいただき、３ページをご覧ください。２の合理的でかつ効率的・効果的な活動の

推進のための取組では、（１）適切な指導の実施で、生徒の心身の健康管理、事故防止、体罰・ハ

ラスメントの根絶等を記載し、（２）運動部活動用指導手引の活用では、中央競技団体が作成した

手引の活用を記載しております。 

３の適切な休養日等の設定では、１枚おめくりいただき、４ページ上の四角の中にありますよ

うに、週２日の休養日、１日２時間から３時間の活動時間を設定しております。 

４、生徒のニーズを踏まえたスポーツ環境の整備では、（１）生徒のニーズを踏まえた運動部の

設置、（２）地域との連携を記載しております。 

最後に５、学校単位で参加する大会等の見直しを記載しております。 

本方針につきましては、中学校長会にも案の段階で内容を精査していただいており、例えば４
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の生徒のニーズを踏まえた運動部の設置では、東京都の方針では「多様なニーズに応じた活動を

行うことができる運動部を設置する」となっていましたが、本方針では「学校や地域の現状を考

慮し、設置するよう努める」という表現にしております。 

説明は以上となります。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。 

【委員（榎本）】 活動というのは、例えば陸上だと大会とかあるものですけど、活動時間が３時

間と決まっているみたいですが、それには当たるんですか。 

【指導室長（中嶋）】 確かに陸上競技大会などは１日中大会で行っていることがありますので、

本人、その一人一人がどれくらいの時間活動するかというのが目安でありますので、そういった

大会等の場合はこの２時間、３時間というものには当てはめないというように考えております。 

【教育長（岡田）】 駅伝大会でも、朝早く行って、帰ってくると夕方になっちゃう。走る時間は

一人一人なんですけど。 

基本的には東京都がつくったひな型があって、市区町村全部大体右へ倣えでこういった形で、

先ほど言った青梅の実情にあわせて努力義務規定にして、何でもかんでも色んな運動部をつくる

わけではなくて、学校の実態、児童・生徒数に応じた部活動というところで、青梅市に相応しい

内容にしたということですから。 

【委員（大野）】 運動部活動ですね、これは。青梅で盛んな吹奏楽なんかは、これを準用するん

ですかね、しないんですかね。 

【指導室長（中嶋）】 文化部につきましては、今後文化庁の方から同じような指針を出していく

という話は聞いておりますが、それまでの間、この運動部活動の方針を文化部等にも適用してま

いります。 

【教育長（岡田）】 これは通常の、平時のときのということで、来週大きな大会というときは若

干…そこも２時間あるいは３時間というのは？ 

【指導室長（中嶋）】 試合前等におきましては、週２日の休養日というところは多少緩和はあり

ますが、時間数に関してはやはり２時間、３時間というあたりが適当というふうに定めておりま

すので、特に変更はない状況です。 

【委員（大野）】 一生懸命な部活動の顧問が、それならばと考えて、よし朝連やるぞと。朝連１

時間やるぞ、放課後２時間やるぞ、これなら問題ないと考える人もいるかもしれません。朝連と

の関連は何か話が出ているんですか。 

【指導室長（中嶋）】 あくまでも１日当たりということですので、分割しても同じ状況になりま

す。 

【委員（大野）】 そういう説明をしているんですね。 

【指導室長（中嶋）】 はい。 

【教育長（岡田）】 長い年月で色々な歴史もある中で、新しい方針ができたから明日からすぐと
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いうこともありますけれども、時間をかけて…。全体がオール東京で同じ歩調でいけばいいんで

しょうけど、策定したものを守った地域と、そうでなくて頑張った地域と、やはり運動部は大会

等もありますので、そういった中での部分も踏まえながら、健全な運動部活動が行われることを

願っておるところでございます。 

【委員（手塚）】 運動部だと確かに休養日、体を休めるのが大事だなと思うんですが、たぶん吹

奏楽部、頑張っているところは、夏休みなんか丸一日学校にいたりするので、教育長がおっしゃ

ったように、いきなりこれでと言われたら、たぶんかなり色々な反発もくると思うので、まずは

考え方を浸透してもらう。たぶん吹奏楽とか楽器とかいうのは、短い時間でもいいから毎日やっ

た方がいいみたいなところもあったりするので、何かその辺、徐々に意識改革と部活動の内容に

あわせたところで進めていただければなと思います。 

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市教育委員会運動部活動の在り方に関す

る方針の策定について は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

４ 中学校部活動実施要綱の一部改正について（指導室） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項４を議題といたします。中学校部活動実施要綱の一部改正に

ついて を説明いたします。 

【指導室長（中嶋）】 中学校部活動の実施要綱の一部改正について説明いたします。 

初めに改正の理由ですが、１にありますように、「学校における働き方改革」の一環として、「部

活動指導員」を配置するため、要綱の一部を改正しようとするものであります。 

次に、改正の内容でありますが、（１）の部活動指導員を配置できる規定を追加したこと、こち

らは第２項の関係です。および（２）賃金にかかる規定の追加、こちらは第３項の関係でありま

す。 

１枚おめくりください。新旧対照表となっております。第２項の実施方法では、これまで顧問

や部活動外部指導員のことが記載されていたところに、部活動指導員の内容が追加されておりま

す。また、第３項の経費では、部活動指導員の賃金について追加するとともに、現行では別表で

金額を記載しておりましたが、改正後は別に定めるとしております。 

また１枚おめくりください。補足資料１の部活動指導員の取扱基準がありますが、こちらの裏

面の１１に賃金が時給と示されております。現在の市の基準では９８０円となっております。 

もう１枚おめくりいただくと、補足資料２の外部指導員の取扱基準があります。こちらも１枚

おめくりいただくと、右側に別表がございます。補足資料が内規でありますので、金額の改定に

もすぐ対応できるようになっております。 
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それでは、１枚目にお戻りください。最後に３の実施期日ですが、本日、７月６日となってお

ります。 

説明は以上となります。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。 

おおむねどのくらいの部活動指導員が予算的に可能なんでしょうか。 

【指導室長（中嶋）】 東京都から予算措置として示されているのが、１校当たり１名というとこ

ろでございます。こちらは時間数もやはり限られることになりますので、まだまだ予算規模は小

さいところであります。 

【委員（大野）】 市の単独の予算はないんですよね。 

【教育長（岡田）】 市の単独予算というのは別にあるんですか。 

【指導室長（中嶋）】 これまで外部指導員という（これは併存して残していくんですが）人の予

算はございます。今回補助金という形になりますので、先ほどの時給９８０円程度が全額出るわ

けではなく、そのうちの一部が補助されるという形になりますので、市の持ち出しプラス補助で

その金額にしていると。もともとあった外部指導員の一部をこの部活動指導員に使いますので、

全体枠が決まっている中でのプラスアルファという形になります。 

【委員（榎本）】 今、外部指導員に当たる方というのは何人かいらっしゃるんですか。 

【指導室長（中嶋）】 外部指導員につきましては、これまで何年もやっていますので、各校とも

その実情に応じて、多いところは４～５名いるところもあります。 

【教育長（岡田）】 どんな競技が多いんですかね、種別としては。 

【指導室長（中嶋）】 確かサッカーであるとか、バスケであるとか、野球、メジャーなところが

多いとは思います。 

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、中学校部活動実施要綱の一部改正について は

承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

５ 青梅市教育委員会いじめ問題対策委員会調査部会からの提言にもとづく取組について（教育

指導担当） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項５を議題といたします。青梅市教育委員会いじめ問題対策委

員会調査部会からの提言にもとづく取組について を説明いたします。 

【教育指導担当主幹（拝原）】 協議資料５、青梅市教育委員会いじめ問題対策委員会調査部会か

らの提言にもとづく取組（案）についてご説明申し上げますます。協議資料５をご覧ください。 
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平成３０年３月２７日の教育委員会定例会において、青梅市教育委員会いじめ問題対策委員会

調査部会報告書の提言をもとに、今後の教育委員会や学校の取組についてまとめた案をお示しし

ました。その後、５月１８日に開催しました平成３０年度第１回青梅市教育委員会いじめ問題対

策委員会において、今後の学校や教育委員会の取組の案についてご意見をいただきました。委員

の方々からは、取組を重点化して取り組む必要があること、学校や教育委員会の中だけで完結す

るのではなく外部機関とも連携をすること、研修を行う際には外部講師の活用も検討すること、

青梅市いじめ防止マニュアル「いじめの根絶に向けて」の冊子を再度確認をすること、いじめ防

止の年間計画にこれまでの市の施策を関連づけること、ＳＮＳの問題も取り上げること、などが

挙げられました。これらのご意見をもとに、提言にもとづく取組を修正しております。 

資料の２ページの下段、イの下から３行目の後半をご覧ください。相談体制づくりに当たりま

しては、「校内だけでなく教育委員会および教育相談所等と積極的に連携し」という文言を追加し

ております。 

また、３ページの中段をご覧ください。４、重大事態への対処（１）学校が取り組むことの４

行目に、「速やかに教育委員会に報告するとともに」という文言と、その１行下「予断を排し」の

後に、「教育委員会と連携を密にし」という文言を追加しております。同様に下から３行目にも、

「学校の認識がどうであれ」の後に、「教育委員会に速やかに報告する」と「教育委員会と連携を

密にし」という文言を追加しております。 

続きまして、４ページの中段をご覧ください。（２）教育委員会が取り組むこと、アとして次の

文章を追加しております。「学校から報告があったいじめが、重大事態または重大事態の疑いがあ

ると判断するときには、速やかに教育委員会定例会または臨時会において、いじめ問題対策委員

会における調査の実施について協議し決定する」、この文章を追加することにより、重大事態また

は重大事態の疑いがあるいじめが発生した際の対応について明確にしております。 

説明は以上でございます。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。 

【委員（大野）】 ３点あるんですが、１点目は、１ページの１番（２）のウの学校サポートチー

ムって何だったかなと思いまして、それが一つ。 

２点目は、２ページの上から５行目、てにをはの問題ですが、「正しい知識の共有し」ではなく

て「正しい知識を共有し」ではないかと思います。 

３点目ですけど、４ページの上から４行目、エ「遺族に対して」とありますよね。重大事態は、

いじめがもとで不登校に陥っている子もいるわけで、遺族だけではないんですよ。ですから、例

えば「いじめを受けた児童・生徒の保護者に対して」とか、そういうふうな言葉にかえた方がい

いのかなと思います。 

以上です。 

【教育指導担当主幹（拝原）】 ご指摘ありがとうございます。２点目につきましては、修正をさ
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せていただきます。 

それから学校サポートチームについてですが、学校サポートチームにつきましては、いじめ問

題に限りませんけれども、学校で起こりました児童・生徒の問題行動に対しまして、校内だけで

なく専門家、例えば警察の方ですとか、そういった方とチームを組んで対応した方が効果的であ

る場合などに対応していくという組織を、各小・中学校全校につくっておりますので、その組織

のもとで対応したいと思います。 

【委員（大野）】 はい、わかりました。 

【委員（稲葉）】 これは教育委員会が取り組むことで特化して書かれていると思うんですけど、

乳幼児の家庭支援している立場とすると、親の観点から見たというところは、こういうところに

は入らないんでしょうか、家庭教育のところで。親もやっぱり子育てする上で、自分自身の子ど

もがいじめをする側、される側というふうなところは、家庭教育の中でも親として教育していか

ないといけない部分があると思うんです。それが早期発見につながり、いい結果を生んでいると

ころもあるので、学校側が一生懸命頑張っていても、家庭教育との連携も必要だと思うんですし。

その辺のところは、学校教育だけではなくて社会教育の面でも応援していけるようなものがあれ

ばいいなと私は思っているんですけれど、いかがでしょうか。 

【教育指導担当主幹（拝原）】 ご意見ありがとうございます。今回は調査部会からの提言にもと

づいた取組ということで、その点では限られているところもございますが、ただ４ページの一番

最後の再発防止を目指してというところでは、「学校、教育委員会および保護者、児童・生徒、地

域、関係機関が相互に連携するとともに、保護者等が自由に意見を述べ合える参加型の体制によ

り、社会総がかりでいじめ問題の克服と防止に取り組む」ということで、こちらも提言の方にあ

りましたので、具体的ではないんですけれども、集約して入れさせていただいております。 

【教育長（岡田）】 そのあたりの家庭への支援とか家庭教育を加えて、修正点もあるので、そう

いったものを含めてもう一度… 

榎本委員もご意見があるようですので、先に榎本委員にご発言願います。 

【委員（榎本）】 意見なんですけど、いじめということの定義が変わってきているということで、

この前お話があったと思うんです。そうなると、いじめゼロ宣言というのが結構難しい話になっ

てくるのかなという気はします。そのいじめの定義についても、例えば子ども議会などで児童に、

こういうのがいじめだというふうに変わってきているんだよということを広めて周知していくこ

とが必要なのかなと思いました。 

それから、スクールカウンセラーによる小学校第５学年および中学校第１学年の全員面接を実

施するということですが、小学校５年生と中学１年生というのは、何か意味があるのでしょうか 

【教育指導担当主幹(拝原)】 まずスクールカウンセラーの全員面接に関してですけれども、こ

ちらは東京都から派遣されているスクールカウンセラーで、東京都の方から小学校５年生と中学

校１年生は全員面接を実施することということが定められておりまして、それにもとづいて実施

しているものでございます。 
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それから、いじめの定義等についてということですけれども、各教員も研修を重ねていきます

が、児童・生徒に対してもいじめに関して、例えば道徳の授業ですとか、そういった時間に授業

で取り組んでいくということになっておりますので、そういったところで児童・生徒に対しても

指導していきたいと考えております。 

【教育長（岡田）】 幾つかご指摘をいただいたところもあるので、今日ここで決定ではなくて、

それも含めてもう一度案を…。次回の教育委員会で決定を賜るという方向でいかがでしょうか。 

【教育指導担当主幹（拝原）】 はい。 

【教育長（岡田）】 それでは、先ほどの各委員からのご指摘を踏まえた上で、次回もう一度協議

事項として協議したいと思います。 

よろしいでしょうか。 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

６ 青梅市生涯学習センター条例（案）等について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項６を議題といたします。青梅市生涯学習センター条例（案）

等について を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 それでは、青梅市生涯学習センター条例（案）等についてご説明させ

ていただきます。協議資料６をご覧いただきたいと存じます。

本条例案は、市内の生涯学習拠点として、市民の生涯にわたる学習の機会の提供および活動を

支援し、生涯学習の推進に寄与するため、青梅市上町３７４番地に青梅市生涯学習センターを設

置するために、その管理および運営に関して必要な事項を定めようとするものであります。

条例（案）の主な内容でありますが、第１条は、設置について定めるものであります。

第２条では、教育委員会が管理するものと定めるものであります。

第３条では、センターの実施する事業を６項目定めるものであります。第１項、生涯学習活動

の支援に関すること。第２項、生涯学習の振興のための講座および研修に関すること。第３項、

生涯学習情報の提供に関すること。第４項、市民の交流、地域のにぎわいの創出に関すること。

第５項、施設を一般の利用に供すること。第６項、前各号に掲げるもののほか、委員会が必要と

認める事項。以上の６項であります。

第４条から第７条については、使用の承認、使用料等について定めるものであります。

第８条は、休館日を毎月１回および年末年始と定めるものであります。

第９条は使用期間の制限、第１０条は使用時間について定めるものであります。

第１１条から第１７条については、禁止に関する事項等を定めるものであります。

第１８条では、地方自治法に規定する指定管理者に管理を行わせることができるようにするも

のであります。

第１９条では、指定管理者の指定手続を、青梅市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関す

る条例の定めるところによるとするものであります。

第２０条では、指定管理者の行う業務を、第２１条では、委任に関して規定するものでありま
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す。

なお、施行期日については、公布の日から９月を超えない範囲内において規則で定める日とし

ようとするものであります。

続きまして、青梅市ふれあいセンター条例の一部を改正する条例（案）についてご説明いたし

ます。

青梅市生涯学習センターの建設につきましては、青梅市公共施設再編計画（モデルＡ）にもと

づき、市民会館、永山ふれあいセンター、釜の淵市民館、青梅市民センターの４施設の統合施設

として実施されるため、関連する条例を改正しようとするものであります。

資料２枚目の条例要綱をご覧ください。

改正の理由です。青梅市生涯学習センターの建設に伴い、青梅市永山ふれあいセンターを廃止

しようとするものであります。

改正の内容です。別表から青梅市永山ふれあいセンターに関する規定を削るものであります。

施行期日につきましては、公布の日から起算して９月を超えない範囲内において規則で定める

日としております。

最後に、青梅市釜の淵市民館条例を廃止する条例（案）についてご説明いたします。

資料をご覧ください。資料２枚目の条例要綱をご覧ください。

廃止の理由でございます。青梅市生涯学習センターの建設に伴い、青梅市釜の淵市民館を廃止

しようとするものであります。

施行期日につきましては、公布の日から起算して９月を超えない範囲内において規則で定める

日から施行します。

以上でございます。よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願いいたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 会議の途中ですが、会議時間は午後４時までとなっています。ここで時間延

長したいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、時間延長することに決定いたしました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。

条例ですので、議案となって議会で質疑がなされると思うんですけれども、当然議会の中では

各部屋の使用料の問題が出てくると思います。これは従来の市民会館と比べましてどうなってい

るか、ちょっと補足していただけますか。

【社会教育課長（塚本）】 まず、多目的ホールの料金につきましては、旧市民会館は全日利用で

３万８５００円。新しい施設におきましては、平日と・土日祝日の２つに種類を分けております

が、平日で２万６０００円、土日祝日で３万１０００円と安くなっております。
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その他の施設につきましては、およそ１部屋当たり１日利用で１２００円程度でございました。

青梅市民会館は１２００円となっていたところでございます。

文化活動室ＡＢＣＤにつきましては防音の部屋になっておりまして、大きな文化活動室Ａにつ

きましては、釜の淵市民館の研修室が相当施設でありますが、研修室につきましては２４００円、

新施設の方では５３００円となってございます。

そのほか、会議室等につきましては、既存施設につきまして１２００円平均のもの、大きな部

屋につきまして２４００円の永山多目的ホール等ございますが、新施設につきましては小さな部

屋では１２００円、中くらいのお部屋で２９５０円となっております。

これにつきましては、青梅市が定めます使用料の積算シートによりまして算出をしたところで

ございます。

説明は以上でございます。

【教育長（岡田）】 ご質問、ご意見いかがでしょうか。

【委員（手塚）】 中高生割引みたいなものは特にない感じでしょうか。

【社会教育課長（塚本）】 中高生割引については検討してございません。こちらにつきまして、

近隣の施設と比較いたしましても、例えば多目的ホールにつきまして、瑞穂スカイホール、全日

利用で３万３０００円、羽村のゆとろぎ小ホールも平日２万７０００円、土日で３万３０００円

と、決して料金的には近隣の施設と乖離があるものではございません。

【委員（榎本）】 指定管理者というのは、もう大体、どのような方にやらせるというのは決まっ

ているのでしょうか。

【社会教育課長（塚本）】 指定管理者につきましては、この条例内でできる規定として盛り込ま

せていただいております。開館時におきましては、直営でのスタートを考えております。

【教育長（岡田）】 将来的に条例改正しないで済むように、できる規定を設けておいて、ただし

開館時には直営での実施を今想定しているということでいいわけですね。

【社会教育課長（塚本）】 はい。

【委員（稲葉）】 午前と午後、または午後と夜間を引き続き使用する場合の中間時間については

使用料を徴収しないというのは、市民側にとってはとても嬉しいことなんですけれど、その中間

時点の１時間を、後ろの人が使いたい、あるいは前の人が使いたいとなると、そういうときがあ

るので、この辺の使用料を徴収しないという理由は何なのでしょうか。

【社会教育課長（塚本）】 このお昼の１時間につきましては、市民会館時代から、施設の掃除と

かそういうものに使うために、市が必ずあけてくださいという形でお願いしております。延長す

る場合には、午前なら午前のコマの割り増し料金という形で、３０分までお認めしているところ

でございます。

別表の多目的ホール備考のところに、使用時間の延長は、管理上支障のない範囲で（後ろの団

体とか入っているとちょっとだめなので）、使用料に１００分の３０を乗じて得た額を追徴すると

いう形で、お昼に関しては延長が可能という形になります。
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【教育長（岡田）】 ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。

協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市生涯学習センター条例（案）等につい

て は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

７ 青梅市芸術文化奨励賞交付規則の一部改正について（社会教育課）  

【教育長（岡田）】 次に、協議事項７を議題といたします。青梅市芸術文化奨励賞交付規則の一

部改正について 説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 青梅市芸術文化奨励賞交付規則の一部を改正する規則要綱についてご 

説明いたします。 

芸術文化奨励賞については、昭和５７年から芸術文化奨励基金６００万円を原資にいたしまし

て実施してきました。平成７年までは基金残高も増加していき、８８０万ほどまで増加いたしま

したが、利子がほとんど見込めなくなった昨今、毎年目減りしており、現在基金の残高は４００

万円ほどとなっております。昨年８月１７日の第６回定例会においてご意見をいただきまして、

社会教育委員会においてこの制度の存続について検討してまいりました。現在の運用ですと、毎

年４０万円前後の支出がありますので、あと１０年ほどで基金が底をつきる計算になってしまい

ます。そのため長期的に芸術文化奨励賞が交付できるようにするため、今回の見直しを行うこと

となりました。 

協議資料７をご覧ください。 

改正の理由につきましては、芸術文化奨励基金の運用のあり方の検討結果をふまえ、青梅市芸

術文化奨励賞の交付について見直しを行おうとするものであります。 

改正の内容につきましては、現在受賞者には賞状および盾ならびに奨励金を贈っており、奨励

金は個人で１０万円、団体１５万円となっています。中学生以下の団体には、奨励金ではなく図

書カードを個人５０００円、団体１万円を贈呈しています。それを奨励金については特に顕著な

成績をおさめた者に限定し、そのかわり賞状と記念品を贈呈し、記念品についてはご意見いただ

きました市内の芸術作家の作品を贈ることといたしました。中学生以下については、現状と変更

してございません。 

これにより、毎年の支出は１８万円ほどとなり、２０年以上、芸術文化奨励賞を存続すること

が可能となります。 

顕著な成績についての基準や記念品、中学生以下の奨励品については、資料の一番後ろについ

ております新たに内規を定め運用することといたしました。 

説明は以上でございます。よろしくご協議の上、ご承認いただきますようお願い申し上げます。 

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい
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ますか。 

【委員（手塚）】 お金がなくなってきてしまったということで、苦肉の策で考えてくださったよ

うですが…。例えば、芸術文化奨励賞の基金に対して寄付を募るとかいうことはできないものな

のでしょうか。 

【社会教育課長（塚本）】 ご意見ありがとうございました。寄付の方を所管しておりますのが企

画部財政課の方になりますので、この現状をお話しして相談をしてみたいと考えます。 

【教育長（岡田）】 ふるさと納税を含めて指定寄付で、寄付の中に芸術文化奨励賞基金に積んで

くださいという指定があれば、基金にもってこれると思います。それは財政課とよく調整したい

と思います。 

【委員（手塚）】 たぶん歴代受けた方たちとか、ご年配の皆さんには、何か声かけしてみてもい

いのかななんて、ちょっと思いました。 

【教育長（岡田）】 特に賞金もらった方には半返しお願いしますとか…。 

ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。

協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市芸術文化奨励賞交付規則の一部改正に

ついて は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

８ 青梅市放課後子ども教室推進事業運営委員会委員の委嘱について（社会教育課）  

【教育長（岡田）】 次に、協議事項８を議題といたします。青梅市放課後子ども教室推進事業運

営委員会委員の委嘱について を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 協議資料８、青梅市放課後子ども教室推進事業運営委員会委員の委嘱

についてご説明いたします。

青梅市放課後子ども教室推進事業運営委員会設置要綱にもとづき、資料にあります３名に青梅

市放課後子ども教室推進事業運営委員を委嘱しようとするものでございます。

委嘱の内容は、小学校校長会の役員の改選、自治会連合会の役員の改選、小学校ＰＴＡ連合会

の役員の改選に伴うものでございます。なお、この３名の方につきましては、小学校校長会、自

治会連合会、小学校ＰＴＡ連合会から選出をいただいております。

任期につきましては、平成３０年７月９日から平成３１年７月９日まで、前任者の残任期間を

補充しようとするものでございます。

説明は以上でございます。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願いいたします。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。

よろしいですか。
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協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市放課後子ども教室推進事業運営委員会

委員の委嘱について は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

  日程第５ 議案審議 

議案第５号 青梅市図書館運営協議会委員の委嘱について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 次に、議案審議に移ります。

議案第５号を議題といたします。青梅市図書館運営協議会委員の委嘱について を説明いたし

ます。

【社会教育課長（塚本）】 議案第５号 青梅市図書館運営協議会委員の委嘱についてご説明させ

ていただきます。議案第５号をご覧ください。

本議案は、青梅市図書館条例第２０条の規定にもとづき、青梅市図書館運営協議会委員を委嘱

しようとするものであります。

委嘱の内容でございますが、前任者の再任に伴い、同条例第２０条第３項第１号であります学

校教育関係者、同第２号であります社会教育関係者、および同第３号であります知識経験者、計

３人の委員を新たに委嘱しようとするものでございます。

議案第５号に添付させていただきました青梅市図書館運営協議会委員名簿をご覧ください。

左側に記載の森委員、唐津委員、橋本委員にかわり、右側に記載の山崎委員、宇津木委員、横

手委員を新たに委嘱しようとするものであります。

議案第５号にお戻りいただきます。新委員の任期につきましては、平成３０年７月７日から、

前任者の残任期間の平成３１年９月３０日までであります。

以上でございます。よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。

よろしいですか。

それではこれより採決いたします。

本件を原案どおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、議案第５号 青梅市図書館運営協議会委員の

委嘱について は原案どおり可決されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

議案第６号 青梅市美術館運営委員会委員の委嘱について 

【教育長（岡田）】 次に、議案第６号を議題といたします。青梅市美術館運営委員会委員の委嘱
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について を説明いたします。

【文化課長（北村）】 それでは、議案第６号 青梅市美術館運営委員会委員の委嘱について説明

いたします。

本議案は、青梅市美術館条例第２１条の規定にもとづき、青梅市美術館運営委員会委員を委嘱

しようとするものでございます。

委嘱の内容でございますが、資料にありますとおり、青梅市美術館条例第２１条第３項第１号

の学校教育関係者として１名、同じく社会教育関係者として１名について、前任者の退任に伴い

まして、それぞれ推薦いただきました方に委嘱しようとするものでございます。

また、資料を１枚おめくりください。現任の委員７名を左側に記載しまして、今回の改選後の

委員２名を右側に記載した対照表を掲載しておりますので、ご参照いただきたいと存じます。一

番上の森委員から実森委員、２番目の渋谷委員から横手委員ということで改選をしております。

前のページにお戻りいただきまして、任期につきましては平成３０年７月７日から前任者の残

任期間であります平成３０年１０月６日まででございます。

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。

よろしいですか。

それではこれより採決いたします。

本件を原案どおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、議案第６号 青梅市美術館運営委員会委員の

委嘱について は原案どおり可決されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

第７号議案 青梅市立学校給食センター運営審議会委員の委嘱について(学校給食センター) 

【教育長（岡田）】 次に、議案第７号を議題といたします。青梅市立学校給食センター運営審議

会委員の委嘱について を説明いたします。

【学校給食センター所長（渡部）】 それでは、議案第７号 青梅市立学校給食センター運営審議

会委員の委嘱についてご説明申し上げます。

本議案は、青梅市立学校給食センター条例第３条の運営審議会の規定にもとづき、青梅市立学

校給食センター運営審議会委員を委嘱しようとするものであります。

委嘱の内容でございますけれども、条例第３条第３項第４号にあります児童・生徒の保護者を

代表する者について、小学校・中学校ＰＴＡ連合会役員の改選に伴い、新たに小学校・中学校Ｐ

ＴＡ連合会から選出いただきました渡辺氏と石上氏の２名の方に、青梅市立学校給食センター運

営審議会委員を委嘱しようとするものであります。

なお、任期につきましては、平成３０年７月７日から前任者の残任期間の平成３１年８月３１
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日までであります。

次のページをおめくりください。平成３０年度青梅市立学校給食センター運営審議会委員名簿

をご覧ください。

先ほどの改選委員です。表の右側の改選欄に記載のないほかの委員につきましては、現任欄に

記載のとおりでございます。

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。

 よろしいですか。

それではこれより採決いたします。

本件を原案どおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、議案第７号 青梅市立学校給食センター運営

審議会委員の委嘱について は原案どおり可決されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 次に、先ほど協議事項７が承認されたことに伴い、議案１件が追加されると

のことであります。

つきましては、本日の日程に議案第８号 青梅市芸術文化奨励賞交付規則の一部を改正する規

則について を追加したいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認め、本日の日程に議案第８号を追加いたします。

議案書を配付してください。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

第８号議案 青梅市芸術文化奨励賞交付規則の一部を改正する規則について 

【教育長（岡田）】 ただいま議題となりました議案第８号 青梅市芸術文化奨励賞交付規則の一

部を改正する規則について を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 それでは、青梅市芸術文化奨励賞交付規則の一部を改正する規則につ

いてご説明いたします。

青梅市芸術文化奨励賞交付規則の一部を次のように改正いたします。

第４条第１項中「盾ならびに奨励金」を「記念品」に改め、同項に次のただし書きを加える。

ただし、その業績が特に顕著であると市長が認めるときは、副賞を贈呈することができる。

第４条第２項および第３項を削る。

付則として、この規則は平成３０年８月１日から施行する。

以上でございます。

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。
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【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。

 よろしいですか。

それではこれより採決いたします。

本件を原案どおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、議案第８号 青梅市芸術文化奨励賞交付規則

の一部を改正する規則について は原案どおり可決されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 以上で、予定された案件についてはすべて終了いたしました。その他何かご

ざいますか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 それでは、今後の日程について教育総務課長から説明いたします。

【教育総務課長（浜中）】 今後の日程、机上にご配付させていただいたとおりでございます。本 

日、これから教育委員と小学校長との懇談会を予定しておりますので、５分休憩をとりまして、

校長先生方、外でお待ちでございますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育部長（渡辺）】 １点よろしいですか。机上にお配りしてあります資料でございますが、先

日行われました教育委員会における記者会見の関係でございます。報道機関１１社が来ての記者

会見の内容の質疑のところでございます。またお目通しいただければと思います。

以上でございます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第６ 教育長閉議および閉会宣言 

【教育長（岡田）】 以上で本日の日程は終了いたしましたので、閉会といたします。お疲れさま

でした。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

午後４時２０分閉会
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青梅市教育委員会会議規則第２６条の規定により、ここに署名する。

青梅市教育委員会教育長   

青梅市教育委員会委員


